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1 .エネルギー自給率向上に向けた課題
①再生可能エネルギー普及の観点
エネルギー自給率の向上には、太陽光発電や風力発電
等の再生可能エネルギーの導入拡大が重要である。こ
れらはクリーンであると同時に国内資源を活用できる
点で、自給率向上に資する。一方で、現状では再生可
能エネルギーによる発電コストが化石燃料発電と比較
して高い傾向にある。このため、導入拡大の前提とし
て、発電コストの低減が課題となる。
②燃料の国内生成の観点
　一次エネルギーのうち、国内での供給拡大が相対的
に現実的な燃料として、水素および植物・廃棄物由来
のバイオ燃料が挙げられる。自給率向上の観点からは
これらの国内生産量を増加させることが重要である。
しかし、現状ではバイオエタノール等の多くが海外生
産に依存している。したがって、国内での原料確保、
供給網整備を含む生産基盤の構築が求められる。
③エネルギー消費の観点
　供給面の強化に加え、需要面ではエネルギー消費量
の削減が重要である。特に産業部門、とりわけ製造業
は消費規模が大きく改善余地も大きい。製造業では主
な消費源が工場設備にあるため、設備更新や工程改善
等による省エネルギーの推進は、国内の総消費エネル
ギーを減らし、エネルギー自給率の向上に寄与する。
2 .最重要課題とその解決策
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( 1 )  最重要課題
　前項③の「エネルギー消費量の削減」を最重要課題
として位置づける。理由は、製造業の工場におけるエ
ネルギー消費には削減余地が大きく、対策の実行可能
性および波及効果が高いと考えられるためである。加
えて、工場設備や工程の改善には機械設計者が主導し
得る要素が多く、専門性を活かした具体的な施策立案
につながる点も重視した。
( 2 )  解決策
② I o T技術による工場内エネルギー消費の可視化
　工場内の設備の消費エネルギーを計測・監視し、デ
タとして収集・可視化することにより、過剰消費箇所
を特定して改善につなげる。加えて、時系列データか
ら需要ピークの時間帯を把握できるため、生産ライン
ごとの稼働時間やシフトを調整し、需要の平準化を図
ることが可能となる。これにより、エネルギー供給の
損失を抑えつつ、より効率的な運用が期待できる。
③輸送効率化による燃料消費の削減
　輸送の効率化は、車両燃料の削減に直結する。具体
的には、製品設計段階において輸送車両内のデッドス
ペースを最小化する形状・梱包形態を検討し、積載率
を向上させることで輸送回数を低減できる。さらに、
輸送回数の削減を前提とした在庫管理（部品供給計
画、ロット設計、拠点配置の最適化等）を行うことで
物流に伴うエネルギー消費の抑制が可能となる。
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3 .成果と波及効果、新たに生じる懸念
( 1 )  成果と波及効果
　上記施策により国内の総エネルギー消費が減少し、
発電・輸送に投入される一次エネルギーの使用が抑制
される。一次エネルギーの一部は化石燃料に依存して
いるため、消費削減はエネルギー自給率の向上に寄与
する。さらに、輸送効率の改善により輸送費と経費が
低減し、収益性の向上が期待される。
( 2 )  新たに生じる懸念事項
　一方で、 I o Tシステム導入にはセンサー設置、ネッ
トワーク整備、データ基盤構築等が必要であり、初期
投資が大きくなる可能性がある。その結果、投資回収
の観点から施策が承認されないリスクが生じ得る。
( 3 )  懸念への対策
　第一に、対象設備やラインを限定した段階導入を行
い効果測定と改善フィードバックを繰り返しながら、
適用範囲を漸進的に拡張する。第二に、エネルギー監
視に加えて設備状態監視を組み込み、故障兆候検知に
よる予知保全を可能とする。これにより、保全コスト
の低減や突発停止の回避といった付加価値が得られ、
投資回収の確度を高めることができる。
4 .業務遂行上の留意点
　業務遂行にあたっては、地球環境保全の観点を踏ま
え環境負荷低減と生産性向上の両立を意識して取り組
む必要がある。　以上　


